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〈学会およひ研究会報告〉
※新城郷土研究会
(67年2月1日,於新城市役所)
「豊橋地名考と文学」 榊原淳一郎
※ 日本地理学会
(67年4月5日,於立正大学)
「シナ嶺南地方の痒瘤について」千葉 徳爾
※農業技術史研究会
(67年5月27日,於京都大学)
「中国における トウモロコシの伝播」
千葉 徳爾
※愛知大学文学会
(67年6月22日,於愛知大学)
「ミュケーナイ語の解読」 堀井令以知
※美夫君志会
(67年7月25日,於静岡県三ケ日町)
「万葉集所載遠江国歌地名考証」夏 目 隆文
※東三地区高校社会科研究会
(67年7月26口,於日間賀島)
「日間賀島の民俗について」 榊原淳一郎
※オリエンタリス ト国際会議
(67年8月14日,於U.S.A.ミシガ
ン州,ア ナーバー,ミ シガン大学)
「シナ南部の風土病擁潤について」
千葉 徳爾
※日本民俗学会大会
(67年9.月10日,於成城大学)
「狩猟民俗の研究方法」 千葉 徳爾
※ 日本地理学会
(67年ll月1日,於愛知教育大学)
「大都市圏の文化的特性」 千葉 徳爾
※人文地理学会
(67年11月3日,於京都大学)
「巾国における トウモロコシの伝播」
千葉 徳爾
く現地調査〉
(A)文化遺蹟調査
67年4月か ら12月へかけて,久 曽神所員は
学生数十名とともに,宝 飯郡各地,渥 美郡各
地および静岡県池田を踏査し,熊野関係の文
献蒐集および鷺坂等の確定をおこなった。
(B)地理学現地調査
67年4月から11月へかけて,千 葉所員は蒲
郡市一帯の海岸砂 浜の地形調 査(4月,5
月),岡崎市,額 田町の三河高原縁辺地形調査
(6月,7月),長 野県飯田市,下 伊那郡地
方における天竜川の河岸段丘と土地利用形態
(7月),豊 川市豊川稲荷門前町調査(9
月),額田町三河宮崎地区の猪垣について(10
月,11月)をそれぞれおこなった。そのうち.
三河宮崎地区の猪垣の調査結果は本輯に発表
されている。
尚,一 部調査には歌川所員も同行 した。
(c、小松原東観音寺文書調査
歌川所員は67年6月より毎月曜日に約5回
にわた り,史学科教員,史 学科生約30名とと
もに,東観音寺文書約20σ0点の整理および目
録作成をおこなった。
(ll)三方原台地の古代研究
67年6月中旬より,夏 目所員は三方原台地
全域にわた り,その周辺における古代帰化人
の分布について調査 した。
(E1式内息神社調査
67年6月中旬よ り,夏目所員は静岡県浜名
郡式内息神社,浜 松市式内賀久留神社を調査
した。尚この調査結果は現在起稿段階にある。
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(F)志摩漁村の構造と変容に関する研究
67年8月21～24日,川越,島 本,後 藤,牧
野,中 田各所員は社会学科生約20名と共に,
三重県南勢町,宿 浦,田 曽浦,磯 浦,相 賀浦
をそれぞれ調査 し漁業 ・村落 ・家族などに関
する基礎資料を蒐集 した。
また,水 産史料調査のため,67年7月中旬
と8月下旬の2回 にわたり,後藤,中 田所員
は学生1名 をともない,水産庁水産資料館,
文部省史料館所蔵の三重県和具村 々誌の資料
を収集 した。
(G)前芝地区地方文書採訪調査
67年8月31日～9月2日,歌 川,見 城,千
葉,浅 若各所員は本学史学科教員,法 経学部
教員,学 生100余名 とともに,豊 橋市前芝町
日色野区有文書,梅 薮区有文書および文書所
蔵者を調査 し,約2000点全部の目録を作成 し,
大部分の史料の筆写 ・撮影をおこなった。
〈H)荒木10号墳山角庵遺跡発掘調査
67年9'月28～10月2日,歌川所員は史学科
生約80名とともに,豊 橋市嵩山町の荒木10号
墳 山角庵の発掘をおこない,全 遺跡の発掘調
査を完了した。
〈著書 ・論文〉(『 」は著書,「 」は論文)
○歌川学所員
「稲束の制について」日本社会経済史研究古
代中世篇(67年10月)
r田積史料としての倭名紗」 日本歴史叢書月
報17(67年11月)
「鳥羽藩における納桝梯桝」史誌充録第6号
(67年9,10月)
○久曽神昇所員
「伝小野道風筆八幡切麗花集」かな研究26号
(67年4月)
「水無瀬懐紙(源 家長)」 かな研究27号(67
年7月)
「万葉集における仮説推量」金城国文14の1
(67年8月)
「大字和漢朗詠集の内容」かな研究28号(67
年10月)
○後藤和失所員
「明治期志摩漁村の構造 と再編過程」村落社
会研究第三集(67年10月)
○榊原淳一郎所員
『豊商剣道史」豊橋商業高校(67年11月)
○千葉徳爾所員
「清内路の出作」伊那(67年10月)
「シナ500年来原始林の消滅」 東北地理(67
年10月)
「華南山地の焼畑耕作」地理科学(67年10月)
「松本の初市」松本と安曇の話所収(67年11
月」
「シナ嶺南地方の風土病痒腐地理的考察」地
理学評論(67年12月)
○牧野由朗所員
「漁業協同組合の性格と変容」社会学評論17
巻4号(67年3月)
〈昭和42年度研究所組織〉
所 長 久曽神 昇
所 員 浅若 晃
川越 淳二
見城 幸雄
近藤 恒次
榊原淳一郎
島本彦次郎
鈴木 中正
中島 巌
夏目 隆文
堀井令以知
運営委員
事務嘱託
歌川 学
久曽神 昇
後藤 和夫
近藤 俊夫
佐 木々忠夫
鈴木 泰山
千葉 徳爾
中田 実
中出 惇
牧野 由朗
(庶務)島 本彦次郎
(企画)歌 川 学
(資料)川 越 淳二
(編集)堀 井令以知
伴 佳子
<所員会議>
67年5月18日所員会議を開催。昭和41年度
決算報告を承認し,昭和42年度予算案を決定
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した。また研究所活動強化のため,新 たに,
文学部千葉徳爾教授を所員に委嘱した。
任期満了にともなう運営委員改選の結果,
歌川学,川 越淳二,島 本彦次郎,堀 井令以知
の4所 員が再選された。
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